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狩
野
川
台
風
。
「
川

口
で
は
、
明
治
43
年

以
来
の
48
年
ぶ
り
の

大
洪
水
を
出
し
た
狩

野
川
台
風
。
電
灯
は

３
日
間
、
電
話
の
復

旧
に
は
１
ヶ
月
も
か

か
っ
た
。
２
人
の
死

者
も
で
た
。

　

写
真
は
「
川
口
本

町
大
通
り
と
中
央
道

路
が
交
差
す
る
辺
り
」

と
あ
り
、
他
に
も
多

く
の
写
真
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

７
月
29
日
、
永
瀬

秀
樹
県
議
と
、
杉
本

佳
代
市
議
、
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
の
菊

地
博
秘
書
が
鑑
賞
さ

れ
た
。

　

「
古
き
を
温
め
て

新
し
き
を
知
る
。
懐

か
し
さ
と
共
に
、
変

わ
り
行
く
私
達
の
ま

ち
、
川
口
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
知
る

興
味
深
い
展
示
会
で

す
」
と
永
瀬
さ
ん
。

　

「
懐
か
し
く
て
活
気

あ
る
川
口
の
街
の
写

真
に
と
て
も
楽
し
い

気
分
に
な
れ
ま
し
た
」

と
杉
本
さ
ん
。

　

川
口
駅
東
口
キ
ュ

ポ
・
ラ
７
階
市
立
映

像
・
情
報
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア

セ
ブ
ン
で
、
７
月
初

旬
か
ら
８
月
30
日
ま

で
「
川
口
の
記
憶
展
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　

川
口
商
工
会
議
所

会
報
誌
「
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」

一
葉
の
写
真
シ
リ
ー

ズ
か
ら
選
択
し
た
写

真
を
展
示
し
て
い
る
。

　

「
何
気
な
い
風
景
も

い
つ
し
か
輝
き
を
増

す
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
正
12
年
９
月
の
関

東
大
震
災
時
の
避
難

時
光
景
や
、
昭
和
31

年
ミ
ス
川
口
コ
ン
テ

ス
ト
候
補
者
パ
レ
ー

ド
「
川
口
商
工
会
議

所
主
催
で
行
わ
れ
た

コ
ン
テ
ス
ト
。
胸
に

ナ
ン
バ
ー
を
付
け
た

候
補
者
55
人
は
、
毎

週

日

曜

日

に

宣

伝

カ

ー

で

市

内

を

パ

レ
ー
ド
。
審
査
会
で

は
市
民
な
ど
か
ら
の

投
票
数
を
踏
ま
え
て

ミ
ス
川
口
・
準
ミ
ス

が
選
ば
れ
た
」
と
解

説
。
（
写
真
右
）

　

昭
和
33
年
９
月
の

矢代さん、井上校長、飯塚孝行市議

永瀬県議、杉本市議、菊地秘書

永瀬県議・杉本市議・菊地秘書 川口の記憶展に
㈱セラフ榎本　新型コロナウイルス感染も撃退します

　

小
紙
ご
協
力
社
の

「
セ
ラ
フ
榎
本
」
は
、

こ
の
ほ
ど
抗
菌
・
抗

ウ
イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
物
体
の
表
面

に
薄
膜
を
付
着
さ
せ

て
お
お
う
こ
と
）
の

施
工
を
実
施
し
た
。

こ
の
抗
菌
・
抗
ウ

イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
は
、
法
医
学
の

現
場
か
ら
誕
生
し
た

製
品
で
、
光
触
媒
（
酸

化
チ
タ
ン
）
・
銀
・
プ

ラ
チ
ナ
の
独
自
配
合

に
よ
り
菌
・
ウ
イ
ル

ス
を
約
１
年
、
か
つ

強
力
に
分
解
・
不
活

化
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
。
安
心
安
全
の
日

本
製
で
人
に
も
全
く

無
害
と
い
う
。

床

や

壁

だ

け

で

な
く
ド
ア
ノ
ブ
や
ス

イ
ッ
チ
な
ど
人
が
多

く
振
れ
る
個
所
に
使

用
も
出
来
、
建
物
の

衛
生
環
境
を
守
る
こ

と
が
出
来
、
接
触
感

染
リ
ス
ク
を
減
ら
す

こ
と
が
出
来
る
と
の

こ
と
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
効
果
に
つ
い
て

は
実
証
結
果
は
ま
だ

出
て
い
な
い
と
い
う

が
、
こ
れ
ま
で
施
し

た
の
は
５
件
で
引
き

合
い
は
急
増
し
て
い

る
と
い
う
。

７
月
17
日
、
同
社

が
施
工
し
た
西
立
野

の
老
人
ホ
ー
ム
松
寿

苑
の
１
階
廊
下
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
集
会

室
等
を
専
用
の
噴
霧

器
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
た
。
（
写
真
右
）

ま
た
、
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
地
域

の
病
院
で
も
無
料
で

行
っ
て
い
る
。

榎
本
社
長
は
「
私

の
会
社
で
建
て
た
こ

こ
松
寿
苑
で
す
。
感

染
患
者
を
出
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
よ

ね
」
と
語
る
。

根
岸
賢
吾
松
寿
苑

代
表
は
「
持
病
を
持

つ
方
も
多
い
の
で
、

心
強
い
で
す
。
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
」
と

話
す
。

ミス川口コンテスト

狩野川台風　1958 年（昭和 33 年）9月

ストップ！
接触感染

榎本さん、根岸さん、伊藤優冴さん



（３）2020 年（令和２年）８月１９日（水）　　新郷新聞　　　　　　　　　第３０２号

し
っ
か
り
と
　
止
ま
っ
て
か
く
に
ん
　
横
だ
ん
歩
道
　
武
南
警
察
署
　
　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　     

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

　

コ
ロ
ナ
の
嵐
の
中
、
歯
医

者
さ
ん
っ
て
何
と
な
く
感
染

に
危
な
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
く
口
を
開
け

る
し
、
削
る
と
色
々
飛
ぶ
し
、

ド
ク
タ
ー
と
は
近
い
し
、
な

ど
の
問
題
で
昔
か
ら
、
歯
科

医
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
限
ら

ず
、
感
染
を
防
ぐ
為
に
出
来

る
限
り
の
対
策
が
す
で
に
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
器
具
類
は
全
て

患
者
さ
ん
ご
と
に
消
毒
、
滅

菌
し
た
物
を
使
う
し
、
ス

タ
ッ
フ
の
手
洗
い
の
紙
や
ゴ

ム
手
袋
類
は
、
全
て
使
い
捨

て
で
す
。

　

又
、
診
療
台
の
側
に
は
、

口
腔
外
バ
キ
ュ
ー
ム
と
い
う

装
置
が
あ
り
、
診
療
中
に
空

気
中
に
飛
び
散
る
ゴ
ミ
を
吸

い
取
り
ま
す
。
現
在
５
台
あ

り
、
一
度
に
動
か
す
と
数
分

で
診
療
室
内
の
空
気
を
入
れ

替
え
ら
れ
ま
す
。

　

更
な
る
予
防
対
策
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
空
気
感

染
な
の
で
、
三
密
を
作
ら
な

い
工
夫
は
当
然
と
し
て
、
換

気
を
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す
る
為

に
換
気
扇
の
増
設
と
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

診
療
所
で
働
く
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て
は
、
仕
事
前
に
検

温
と
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
ま
す
。

　

来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に

は
、
う
が
い
手
洗
い
を
お
願

い
し
、
検
温
と
問
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
安
全
か
？

と
聞
か
れ
る
と
、
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
油
断
し
て
は

い
ま
せ
ん
。

　

岩
下
歯
科
医
院
と
し
て

は
、
も
っ
と
確
実
に
感
染
を

防
ぐ
良
い
方
法
を
、
見
つ
け

て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
く

方
針
で
す
。

　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

　
　
　

院
長　

岩
下　

一
三

夏
の
夕
暮
れ
。
家
族

で
涼
を
と
り
な
が
ら
、

焙
烙
に
松
明
を
灯
す
。

盆
棚
に
は
笹
竹
を
立
て
、

ほ
お
ず
き
や
畑
で
収
穫

し
た
夏
の
恵
み
。
三
段

盛
り
の
一
番
上
に
は
、

積
み
団
子
。
一
つ
一
つ

に
思
い
を
込
め
て
丸
め
、

三
角
錐
の
よ
う
に

積
み
上
げ
た
。

私
の
原
風
景
が

こ
こ
に
あ
る
。

お
盆
に
な
る
と
、
子

ど
も
心
に
楽
し
み
に
し

て
い
た
こ
と
が
幾
つ
も

あ
る
。
祖
母
が
小
豆
を

炊
い
て
作
る
あ
ん
こ
ろ

餅
は
、
今
で
は
懐
か
し

い
味
。
親
戚
が
集
ま
り
、

故
人
に
思
い
を
馳
せ
る

ひ
と
時
。
初
め
て
知
る
、

祖
父
母
や
曾
祖
父
母
の

姿
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

中
で
も
、
楽
し
み
だ
っ

た
の
は
14
日
の
お
塔
処

参
り
。
こ
の
日
は
、
菩

提
寺
か
ら
ご
住
職
が
棚

経
に
お
越
し
く
だ
さ
る
。

お
経
の
後
、
ご
住
職
の

お
話
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
子
ど
も
だ
っ
た
。

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

話
が
幾
つ
も
あ
る
。　
　

　

例
え
ば
、
釜
の
口
開

け
。
「
八
月
一
日
に
地
面

に
耳
を
つ
け
て
音
を
聞

く
と
、
地
獄
の
釜
の
蓋

が
開
く
音
が
す
る
」
と

い
う
お
話
も
、
興
味
津
々

で
あ
っ
た
。　

　

茄
子
の
牛
と
胡
瓜
の

馬
。
「
ご
先
祖
様
の
お
迎

え
は
、
早
く
来
て
い
た

だ
く
た
め
に
馬
。
お
送

り
す
る
時
は
、
ゆ
っ
く

り
と
お
帰
り
い
た
だ
こ

う
と
牛
な
の
で
す
よ
。
」

と
。
麗
し
い
伝
統
文
化

が
胸
に
染
み
た
。

　

今
年
は
、
感
染
防
止

の
た
め
故
郷
へ
の
帰
省

は
断
念
し
た
。
し
か
し
、

改
め
て
ご
縁
の
中
で
生

か
さ
れ
て
い
る
事
を
思

う
。
父
母
、
祖
父
母
、

曾
祖
父
母
ま
で
遡
れ
ば
、

14
人
。
30
代
遡
れ
ば
、

21
億
人
を
超
え
る
ご
縁

に
生
か
さ
れ
今
が

あ
る
。
感
謝
や
敬

愛
、
畏
敬
の
思
い

を
静
か
に
伝
え
た
い
。

そ
し
て
今
、
お
陰
様
で

東
っ
子
や
保
護
者
・
地

域
の
皆
様
、
職
員
と
ご

縁
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
と
思
い
を
込
め
て
。

　

川
口
市
立

　
　
　
　
　
　
　

新
郷
東
小
学
校

　
　
　

校
長　

石
川　

庸
子

随
筆　

春
夏
秋
冬

　地ビール & クラフト（手作り）ビール造りを、すべて埼玉県産の材料で１から
やろうという取り組みが始まりました。
　新井宿と地域まちづくり協議会（会長＝鈴木常久さん）のクラフトビールチー
ムは、先般行田の農園で手刈りで大麦収穫したビール麦を西新井宿の「花卉・植
木のまるはら園」の伊藤勝博さん宅に運んで、乾燥していました。
　６月 21 日、脱穀作業を行いました。明治時代に使っていた「せんばこき」と大
正時代の「足踏み式脱殻機」を使用し、総勢 30 名が市内外から集まって作業しま
した。秋に仕込んで冬に１番搾りが飲めるそうで楽しみです。
　文・新井宿まちづくり協議会  杉本　かよ
　写真上は前列、岩立佳泰さんと子ども達。後列左から、鈴木会長、杉本市議、
伊藤さん、新藤義孝衆議院 菊地秘書。

ビ
ー
ル
造
り

　　　
杉
本
市
議
も

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

例
年
と
は
違
い
オ
ン
ラ

イ
ン
で
慣
れ
な
い
環
境
の

中
で
し
た
が
ベ
ス
ト
を
尽

く
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
ア
メ
リ
カ
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
短
期
留
学

を
し
て
、
日
本
と
は
全
く

違
っ
た
考
え
方
、
視
点
、

世
界
の
最
先
端
の
ビ
ジ
ネ

ス
等
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
将
来
は
英
語
を

使
う
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
微
笑
む
。

　

榛
松
中
学
校
か
ら
さ

い
た
ま
市
立
浦
和
高
等

学
校
に
通
う
鈴
木
康
平

君
は
、
小
堀
学
院
に
通

い
好
き
な
英
語
が
更
に

大
好
き
に
な
り
、
部
活

は
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る

２
年
生
。

　

全

国

高

校

生

英

語

デ
ィ
ベ
ー
ト
連
盟
後
援

の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
が
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

自
宅
参
加
の
オ
ン
ラ
イ

ン
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
と

な
っ
た
。

　

全
国
か
ら
強
豪
校
が

集
う
中
、
市
立
浦
和
チ
ー

ム
は
見
事
優
勝
を
成
し

遂
げ
た
。
さ
ら
に
鈴
木

君
は
、
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

で
ベ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
選
ば
れ
た
。　

　

論
題
「
日
本
の
政
府

は
２
０
３
５
年
ま
で
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
含

む
化
石
燃
料
車
の
製
造

と
販
売
を
廃
止
す
る
べ

き
で
あ
る
」
を
英
語
で

論
じ
た
。

　

鈴
木
君
は
「
デ
ィ
ベ
ー

ト
で
話
す
能
力
を
鍛
え

市
立
浦
和
チ
ー
ム
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
全
国
優
勝

ベ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
も

選
ば
れ
た
鈴
木
君

老
朽
化
で
歩
道
橋
撤
去

　

東
本
郷
氷
川
神
社
前
の
新
郷
歩
道
橋
が
老
朽

化
に
伴
い
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
原
風
景
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令
和
２
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　
川
口
市
防
犯
協
会

　

新
郷
公
民
館
地
区
ナ
イ
タ
ー
ガ
ー
ド
青
年
隊
は
、
飯
塚
孝
行
市
議
の

同
世
代
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

「
発
足
時
に
赤
井
町
会
長
で
新
郷
地
区
連
合
町
会
長
で
あ
っ
た
、
大
栁

祐
一
さ
ん
に
命
名
し
て
い
た
だ
い
た
団
体
で
あ
り
ま
す
。
ラ
ン
ダ
ム
な

活
動
で
、
夜
遅
く
人
通
り
が
少
な
い
地
区
を
回
る
非
常
に
地
味
な
活
動

で
あ
り
ま
す
が
、
隊
員
の
皆
さ
ん
の
地
域
を
思
う
気
持
ち
に
た
だ
た
だ

感
謝
の
言
葉
し
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
為
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
、
飯
塚
さ
ん
。

今月の書

　　　　　　　　「待
ま

つ」

コロナ感染、自然の猛威の終息をじっと待つし

かない「今」だと思う。　吉安　玲華

峯
八
幡
神
社
で
コ
ロ
ナ
祈
願

峯
の
樹
齢
700
年
の
乳
銀
杏
が
あ
る
峯
ヶ
岡
八
幡
神
社
（
宮
司

＝
宮
本
洋
平
さ
ん
）
は
、
応
神
天
皇
・
神
功
皇
后
・
仲
哀
天
皇

の
親
子
神
を
お
祀
り
し
て
お
り
、
子
供
守
護
・
家
庭
円
満
・
安

産
祈
願
等
の
他
、
戦
の
神
と
し
て
必
勝
祈
願
や
出
世
開
運
、
開

運
厄
除
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
日
・
15
日

は
月
次
祭
、
皇
室
の
崇
敬
、
氏
子
崇
敬

者
、
国
家
の
繁
栄
、
安
泰
、
国
民
の
幸
せ
と
世
界
の
平
和
を
祈

願
す
る
神
事
。
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
鎮
静

祈
願
を
執
り
行
い
、
１
日
も
早
い
感
染
終
息
の
祈
り
を
捧
げ
て

お
ら
れ
る
。
８
月
１
日
、
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

宮
司
の
宮
本
さ
ん
は
「
疫
病
の
災
い
か
ら
難
を
免
れ
、
家
が

栄
え
、
１
日
も
早
い
感
染
終
息
の
祈
り
を
捧
げ
、
平
穏
な
日
々

が
戻
り
ま
す
こ
と
を
願
い
お
祓
い
い
た
し
ま
し
た
」
と
、
話
さ

れ
た
。

　

８
月
２
日
、江
戸
袋
町
会
少
年
野
球
「
レ
ッ

ド
ホ
ー
ク
ス
」
が
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、

江
戸
袋
第
２
公
園
の
草
取
り
を
行
っ
た
。

　

普
段
は
練
習
場
で
あ
る
新
郷
南
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
の
草
取
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
公
園

は
初
め
て
の
試
み
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
中
陽

哉
君
は
じ
め
20
人
以
上
の
団
員
と
役
員
10
名

程
は
、
炎
天
下
の
中
で
の
作
業
を
頑
張
っ
た
。

　

監
督
の
藤
井
康
仁
さ
ん
は
「
和
気
あ
い
あ

い
と
、
楽
し
ん
で
野
球
を
し
て
い
ま
す
」
と
。　
　
　

　

会
長
の
卜
部
晃
二
さ
ん
は
「
少
学
１
年
生

か
ら
６
年
生
の
市
内
男
女
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
」
と
。

　

副
会
長
の
佐
藤
隆
さ
ん
は
「
毎
週
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
に
練
習
で
す
。
練
習
場
は
南
小
・

西
沼
グ
ラ
ン
ド
で
す
。
練
習
風
景
を
見
て
下

さ
い
」
と
。

　

同
町
会
長
＆
連
合
町
会
長
の
前
原
博
孝
市

議
は
「
町
会
が
後
押
し
す
る
レ
ッ
ド
ホ
ー
ク

ス
で
す
。
子
ど
も
達
の
奉
仕
活
動
大
変
う
れ

し
い
限
り
で
す
」
と
。
（
写
真
２
列
目
左
）

　写真前列左から、山田広志さん、飯塚市議、大栁さん、千葉
正吾さん、関根和雄さん。後列左から、大野芽久美さん、高橋
正人さん、碓氷純一さん、川島剛さん、田中伸太郎さん、齋藤
日出雄さん、伊藤秀法さん、櫻木友也さん。

少
年
野
球
レ
ッ
ド
ホ
ー
ク
ス

　
　
　
　

公
園
の
草
取
り

ナ
イ
タ
ー
ガ
ー
ド
青
年
隊
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ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド

は
、
幅
広
い
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
に
殺
菌
消

毒
効
果
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。
5

１
９
５
０
年
（
70

年
前
）
昆
布
・
ワ
カ

メ
な
ど
に
微
量
に
含

ま
れ
る
ミ
ネ

ラ
ル
の
一
種

ヨ
ウ
素
の
毒

性
を
下
げ
、
水
に
溶

け
や
す
く
す
る
ポ
リ

ビ
ニ
ル
ピ
ロ
リ
ド
ン

を
見
つ
け
て
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

　

う
が
い
薬
と
し
て

使
う
場
合
、
適
正
な

濃
度
に
薄
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
、
１
回

２
ml
〜
４
ml
を
約
60

ml
に
希
釈
し
て
１
日

数
回
う
が
い
し
ま
す
。　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
、
う
が
い
後

は
口
中
の
ウ
イ
ル
ス

は
半
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
短
時
間
で
す
が
、

感
染
率
も
同
様
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド

の
殺
菌
消
毒
効
果
は
、

医
療
機
関
か
ら
食
品

関
係
・
一
般
家
庭
ま

で
広
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

甲
状
腺
機
能
異
常
の

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（275）

東
本
郷
の
飯
田
圭

さ
ん
（
88
歳
）
は
、

整
理
を
し
て
い
た
ら
、

戦
争
前
後
の
十
銭
紙

幣
が
２
枚
出
て
き
て
、

戦
前
戦
後
の
生
活
を

思
い
出
し
た
と
言
わ

れ
る
。

太
平
洋
戦
争
中
に

は
金
属
が
不
足
し
、

硬
貨
を
小
さ
く
し
た

り
、
劣
悪
な
材
質
の

硬
貨
を
製
造
し
た
り

し
て
い
た
が
、
そ
の

十
銭
紙
幣

後
五
銭
紙
幣
と
と
も

に
少
額
な
額
面
の
紙

幣
が
発
行
さ
れ
た
と

い
う
。

日
本
銀
行
券
の
１

つ
で
あ
る
十
銭
紙
幣

は
２
種
類
あ
る
。

「
い
号
券
」
は
昭

和
19
年
11
月
発
行
開

始
さ
れ
、
タ
テ
51
㎜
・

ヨ
コ
106
㎜
、
表
面
は

八
綋
一
宇
塔
、
裏
面

は
彩
紋
。

「
Ａ
号
券
」
は
戦
後

で
昭
和
22
年
９
月
に

発
行
開
始
さ
れ
、
タ

テ
52
㎜
・
ヨ
コ
100
㎜
。

表
面
は
鳩
、
裏
面
は

国
会
議
事
堂
で
あ
る
。

（
写
真
）

し
か
し
、
昭
和
28

年
12
月
ど
ち
ら
も
通

用
停
止
と
な
っ
た
。

　

先
月
号
Ｐ
３
の
辰
井

川
バ
イ
パ
ス
管
敷
設
工

事
視
察
で
立
石
泰
弘
さ

ん
を
康
広
さ
ん
に
訂
正

し
お
詫
び
致
し
ま
す
。　

　

同
視
察
の
富
士
土
木

興
行
を
富
士
土
木
興
業

に
訂
正
し
お
詫
び
致
し

ま
す
。

「
あ
ら
ゆ
る
物
資

が
不
足
し
、
紙
も
同

様
で
、
通
信
簿
も
だ

ん
だ
ん
こ
の
よ
う
に

薄
く
、
小
さ
い
紙
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た

ね
」
と
話
さ
れ
る
飯

田
さ
ん
。

飯塚さん所有の拾銭紙幣

あ
と
が
き

ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド
う
が
い
薬

方
、
妊
娠
中
の
方
、

そ
の
他
異
常
が
見
ら

れ
た
と
き
は
使
用
を

中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昔
か
ら
風
邪
に
は
、

う
が
い
・
手
洗
い
・

マ
ス
ク
と
教
え
ら
れ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
は
消
毒
薬
を

加
え
て
く
だ
さ
い
。

外
に
出
る
時
は
、

マ
ス
ク
を
付
け
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
確
保
す

る
。
帰
っ
た
ら
、
こ

ま
め
な
う
が
い
と
手

洗
い
が
最
善
で
す
。

（
う
が
い
は
、
水
道
水

で
も
有
効
で
す
。）

　
　

保
険
薬
剤
師　

　
　

中
山　

久
仁
夫

　
　
　

  

今
月
の
新
郷
句
楽
部

待
ち
合
わ
せ
場
所
は
あ
そ
こ
ね
百
日
紅　

新
堀　

坂
本
越
子

風
の
中
雨
後
な
お
燃
え
て
百
日
紅　
　

赤
井　
　

大
井
幸
子

寂
し
さ
は
心
に
秘
め
て
百
日
紅　
　

    

本
蓮  

太
田
垣
登
志
乃

奔
放
に
生
き
よ
と
ば
か
り
百
日
紅　
　

  

峯　

  

山
田
案
山
子

咲
き
満
ち
て
隠
す
寂
し
さ
百
日
紅　
　

  

東
本
郷　

豊
後
照
子

百
日
紅
土
塀
よ
り
外
へ
は
み
出
し
ぬ　

  

大
竹　

   

井
上
靖
子

　

西
川
口
の
済
生
会

川
口
総
合
病
院
安
全

担
当
部
長
の
木
幡
寿

さ
ん
（
70
）
は
、
埼

玉
県
医
師
会
健
康
保

険
組
合
が
昨
年
度
開

催
し
た
「
医
師
会
健

保
年
代
別
年
間
総
歩

数
ラ
ン
キ
ン
グ
65
歳

か
ら
74
歳
の
部
」
で

１
年
間
に
歩
い
た
歩

数
は
605
万
４
千
歩
余

り
で
、
第
１
位
を
獲

得
さ
れ
た
。

　

健
康
づ
く
り
に
と
、

早
朝
散
歩
を
毎
朝
午

前
４
時
起
床
30
分
自

宅
で
柔
軟
体
操
を
し

て
体
を
温
め
、
同
６

時
ま
で
の
１
時
間
半
、

綾
瀬
川
の
源
流
土
手

沿
い
７
キ
ロ
半
。

　

途
中
で
柔
軟
体
操

や
ク
ロ
ー
バ
ー
の
株

を
見
つ
け
る
と
幸
せ

を
呼
ぶ
四
つ
葉
探
し

を
し
て
ま
た
歩
く
。

　

そ
し
て
通
勤
の
徒

歩
と
、
職
場
で
は
特

別
な
場
合
を
除
き
７

階
建
て
の
病
院
内
を

全
て
階
段
を
使
用
し

て
、
毎
日
平
均
２
万

歩
位
に
な
る
そ
う
だ
。

　

木
幡
さ
ん
は
、
平

成
19
年
か
ら
21
年
10

月
ま
で
、
第
21
代
武

南
警
察
署
長
を
務
め

ら
れ
、
本
部
長
表
彰

広
域
病
院
嵐
事
件
検

挙
功
労
・
警
務
部
門
・

刑
事
部
門
等
数
々
の

部
門
で
成
績
優
秀
賞

を
受
け
て
い
る
。　
　

　

ま
た
、
優
秀
警
察

署
と
し
て
も
多
く
の

成
績
を
残
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
を
、

「
全
世
界
の
人
類
を
震

撼
し
て
い
る
見
え
な

い
敵
・
新
型
コ
ロ
ナ

と
の
戦
い
は
社
会
生

活
上
最
も
重
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
遮
断
し
て
い
ま
す
。　
　

　

私
達
、
医
療
現
場

の
職
員
も
命
を
か
け

て
戦
っ
て
い
ま
す
。　

　

散
歩
中
に
聞
く
ラ

ジ
オ
か
ら
、
あ
る
医

師
は
『
遺
書
』
を
認

め
て
勤
務
と
の
話
に
、

日
々
の
現
場
を
思
う

と
涙
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

『
コ
ロ
ナ
で
は
な

く
、
来
る
な
』
と
呼

び
合
い
、
３
密
を
心

掛
け
る
寂
し
さ
に
耐

え
な
が
ら
、
見
え
な

い
敵
と
対
決
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

必
ず
勝
利
で
き
ま
す
。　

　

そ
し
て
以
前
よ
り

も
、
国
が
政
治
家
が

国
民
が
『
医
療
従
事

者
』
の
大
切
さ
や
必

要
性
を
改
め
て
自
覚

し
て
く
れ
る
日
々
が

戻
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
」
と
語
ら
れ
る
。

　

木
幡
夫
妻
は
、
月

１
回
国
内
旅
行
に
、

年
１
回
海
外
旅
行
に

赴
く
と
の
こ
と
。

峯町会防犯パトロール

　

川
口
市
峯
町
会（
町

会
長
＝
清
水
健
二
さ

ん
）
は
、
山
田
泰
一

前
町
会
長
か
ら
バ
ト

ン
が
渡
さ
れ
た
、
夜

間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

が
年
14
回
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
も
含
め
100

名
近
く
が
参
加
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

感
染
対
策
を
講
じ
、

絆
を
深
め
合
っ
て
い

る
。

　
「
出
来
る
こ
と
は

み
ん
な
で
頑
張
っ
て

や
っ
て
い
き
ま
す
」

と
清
水
町
会
長
。

激
励
に
訪
れ
た
飯

塚
孝
行
市
議
は
「
新

し
い
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
モ
デ
ル
地
区
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も

伝
統
あ
る
峯
町
会
の

発
展
の
た
め
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し

た
。写

真
、
前
列
中
央

は
飯
塚
さ
ん
、
右
隣

は
清
水
町
会
長
、
と

パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
え

た
最
終
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
。

ピエールピコ  テイクアウトメニュー
☆料理長自慢のビーフシチュー　　８００円
☆埼玉県産香豚のソティー和風　　８００円
☆魚介類のフライ　　　　　　　　　　　　　８００円
☆海の幸のトマトスパゲッティー　７００円
☆魚介類の贅沢サラダ　　　　　　　　６００円
    料理にはパンが付いています。 税込み。
　　　電話 048-287-6080　ピェールピコ

　

暑
中
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
外
出
、
帰

省
、
墓
参
り
、
何
か
と

不
便
な
日
々
で
す
。

　

そ
し
て
猛
暑
の
夏
で

す
。
塩
分
や
水
分
を
取

り
熱
中
症
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

来
月
号
は
９
月
16
日

（
水
）
発
行
で
す
。

元
武
南
警
察
署　

署
長　

木
幡
さ
ん

　
　
　
　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
元
気
で
す


